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2月定例会2月定例会2月定例会 平成23年度一般会計予算
　　　404億2,756万3,000円
　（骨格予算  として前年度当初予算比0.2％減）

平成23年度予算の審査

　2月定例会は、2月21日から3月14日までの22日間にわたり開催しました。今定例会
では、市長から「平成23年度佐倉市一般会計予算」など議案35件と諮問1件が提出
され、審議しました。
　請願・陳情については「『住宅リフォーム』資金助成条例の制定を求める請願」など
6件、議員提出議案については「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を
促進するための法律の制定を求める意見書」など9件を提出し、審議しました。

（各議案の議決結果及び賛否一覧は、4ページに掲載）
　また、一般質問には、各会派の代表質問に7人、個人質問に12人が登壇し、市政に
ついて広範囲の質問を行いました。

　平成23年度一般会計予算、特別会計予算（7会計）、水道事業会計 
予算の議案が、各常任委員会に付託され、慎重に審査を行いました。

　議会改革特別委員会は、平成21年3月24日の設置以来、約2ヶ年の間に28回の委員会を開催し、「佐倉市   
議会議員顕彰要綱の廃止」、「議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部見直し」など、既存
ルールの見直し等を行う中、「佐倉市議会の議決すべき事件を定める条例」、「佐倉市議会基本条例」及び              
「佐倉市議会議員政治倫理条例」の3つの条例案を起草し、昨年8月定例会及び11月定例会において、それ   
ぞれ審議し、成立したことはご承知の通りでございます。
　しかしながら、これら条例等の制定は、議会改革への第一歩を踏み出したに過ぎず、これからの取り組み如何
によって、その成果が問われてくるものと考えております。
　4月の改選後には、議会基本条例第26条第2項に基づき、当該条例に関する研修を行うとともに、次に示す  
事項について、早期実施をお願いいたします。
　1． 議会基本条例第7条に規定する、市民との情報共有や、市民意見を把握するための手法について検討する
　　 こと
　2． 議会基本条例第8条に規定する、広報公聴委員会を設置すること
　3． 議会基本条例と既存例規の整合性を確認するとともに、必要な文書を整備すること
　4． その他、議会改革を推進するため、必要な組織の設置を検討すること
以上、報告いたします。

平成23年3月14日　議会改革特別委員長　森野　正

※「骨格予算」とは、新規の施策や政策的経費を極力抑え、経常的な経費（法令
　に基づく義務的経費、既存施設の維持管理費、継続的な事業費など）を中心
　に編成した予算のことです。

●平成23年度予算関連議案の概要
【議案第1号　平成23年度佐倉市一般会計予算】
　一般会計規模は４０４億２,７５６万３,０００円で、前年度当初予算額比０.２％減。
　歳入は、今般の経済状況から市税や各種交付金などは減少しているものの、
国の地方財政対策による地方交付税は増加となっており、財政調整基金繰入金
を除いた一般財源の総額は増。
　歳出では、民生費が歳出全体の３９.３％で１５８億９,９１６万１,０００円、前年度比          
６.１％増。障害者自立支援法関係、生活保護費などの扶助費の増、馬渡保育園
の改築などによるもの。
　次いで、総務費が１３.７％で５５億３,７６５万２,０００円、前年度比１.２％増。住民 
情報システム再構築事業や統一地方選挙経費等による増。
　続いて、教育費が１１.０％で４４億６,１５３万２,０００円、前年度比８.９％減。臼井小
学校体育館改築事業や学校用務員委託等は増加しているが、佐倉中学校校舎
や志津中学校体育館の改築等の終了、新規の耐震補強工事等を骨格予算では
計上していないことなどから全体として減。
　また、土木費は、新規の建設関係などは骨格予算に計上していない ことから前
年度比２５.６％の大幅な減。一般職の職員人件費は、給与改定や職員数抑制に
より全体で減。
【議案第2号　平成23年度佐倉市国民健康保険特別会計予算】
　保険給付に要する経費等として、１７０億６,３５６万６,０００円を計上。前年度比           
５.２％増。

【議案第3号　平成23年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算】
　土地開発基金の利子分の繰出金２８５万円を計上。前年度比１.０％減。

【議案第4号　平成23年度佐倉市下水道事業特別会計予算】
　下水道の維持管理及び整備、公債費等に要する経費として２３億８６９万            
６,０００円を計上。施設の建設費などが補正予算での対応となるため、前年度
比１０.６％減。

【議案第5号　平成23年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算】
　処理場の維持管理等に要する経費として２,４０４万円を計上。前年度比             
１.９％減。
【議案第6号　平成23年度佐倉市介護保険特別会計予算】
　介護、支援サービスの給付等に要する経費として８１億２,０２７万６,０００円を
計上。前年度比１.８％増。

【議案第7号　平成23年度佐倉市災害共済事業特別会計予算】
　災害共済事業給付金等に要する経費として５３２万９,０００円を計上。前年
度比０.４％減。

【議案第8号　平成23年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算】
　千葉県後期高齢者医療広域連合への納付金など１３億９６万５,０００円を  
計上。前年度比５.１％増。

【議案第9号　平成23年度佐倉市水道事業会計予算】
　給水収益等の収入では３６億５,４００万円を、営業費用等の支出では３３億           
８,５００万円を予定。主な事業は、寺崎土地区画整理地内配水管布設などの
拡張工事、石綿セメント管・老朽管更新などの改良工事、志津浄水場及び    
南部浄水場への予備電源設置などの施設改良工事。

佐倉市議会“議会改革”について《議会改革特別委員会の委員長報告》

※

用語解説

　

こ
の
度
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
害
を 

受
け
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
倉
市
議
会
で
は
、
市
行
政
を
は
じ
め
、
千
葉
県
市
議

会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
な
ど
の
関
連
団
体
と 

連
携
し
、
義
援
金
を
送
金
す
る
な
ど
、
復
興
の
一
助
と 

な
る
活
動
に
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
一
日
も
早
く
笑
顔
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
に
関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

2
月
定
例
会
で
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
、
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
に
対
し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

市
政
に
関
す
る

一

問

般
質

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に

て
会
議
録
（
６
月
中
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
６
月
中
旬
配
信
予
定
）
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

代
表
質
問

さくら会
きりゅうまさひろ

桐生政広
財
政
運
営
に
つ
い

て
　
　

現
在
の
財
政
状

況
、
今
回
の
当
初
予

算
の
内
容
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
今
後
の
財

政
状
況
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
「
市
税
」

で
あ
る
が
、
２２
年
度
と
比
較
し
て
約

７
億
４
千
万
円
の
減
、
２０
年
度
当
初

と
比
較
し
て
約
１３
億
円
の
減
収
と
見

込
ん
で
い
る
。
一
方
、
歳
出
の
状
況

は
、
社
会
、
経
済
状
況
か
ら
扶
助
費

が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
民
生
費

は
約
１
５
９
億
円
で
あ
り
、
６.１
％
の

伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
「
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立

を
目
指
す
」
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

財
政
運
営
に
心
が
け
て
い
る
。
実
質

公
債
費
比
率
は
２１
年
度
決
算
で
７
％

と
良
好
な
水
準
で
あ
り
、
適
正
範
囲

で
維
持
し
て
い
け
る
状
況
で
あ
る
。

志
津
霊
園
問
題
に
つ
い
て

　
　

道
路
開
通
に
向
か
っ
て
大
き
く

前
進
し
た
と
は
い
え
、
幾
つ
か
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
昌
寺
墓
地
使
用
者
と
の
補
償

契
約
の
状
況
は
総
数
３
６
８
名
の
う

ち
、
未
契
約
者
が
２６
名
で
あ
り
、
移

転
補
償
金
に
つ
い
て
納
得
さ
れ
な
い

方
、
ま
た
、
ご
自
分
の
住
ま
い
の
近

く
に
墓
地
を
移
し
た
い
方
と
理
由
は

様
々
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
交
渉
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
専
福

寺
の
約
１
２
３
平
方
メ
ー
ト
ル
お
よ

び
５
か
寺
共
有
の
参
道
約
１
１
４
平

方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
取
得
に
つ
い
て

も
、
粘
り
強
く
、
誠
実
に
、
か
つ
毅

然
と
し
た
態
度
で
交
渉
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て

　
　

特
養
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機
者

が
６
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
そ
の

他
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
様
々
な

課
題
へ
の
対
策
を
伺
う
。

　
　

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
の

解
消
に
つ
い
て
は
、
昨
春
、
１
０
０

名
定
員
の
ホ
ー
ム
「
弥
富
あ
さ
く
ら
」

が
開
設
さ
れ
、
さ
ら
に
本
年
秋
に
は

大
蛇
町
と
石
川
の
２
か
所
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
名
定
員
の
施
設
が
開
設

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、
認

知
症
対
策
は
じ
め
、
生
活
支
援
、
老

老
介
護
の
問
題
、
買
い
物
の
移
動
な

ど
生
活
維
持
の
困
難
者
へ
の
支
援
等

さ
ま
ざ
ま
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

問

答問答

問答

　
　

前
議
会
に
提
案

さ
れ
た
自
治
基
本
条

例
案
は
、
拙
速
に
過

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で

否
決
さ
れ
た
。
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
？
ま
た
否
決
さ
れ
た
こ
と
が

市
の
広
報
紙
で
全
く
報
じ
ら
れ
て
い

な
い
の
は
何
故
か
？

　
　

今
後
条
例
案
を
提
案
す
る
か
ど

う
か
は
白
紙
の
状
態
だ
。
採
決
の
結

果
は
、
議
会
報
に
載
っ
て
い
る
の
で
、

広
報
紙
に
は
載
せ
て
い
な
い
。

　
　

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
時
の
介
護
保
険
料
は
幾
ら
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
か
？
ま
た
、
今
後

新
興
住
宅
地
の
高
齢
化
へ
の
対
応
が

大
き
な
課
題
と
な
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
大
幅
な
拡
充
が
必
要

で
は
な
い
か
？
今
後
市
民
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
か

ら
、
財
政
担
当
は
、
ム
ダ
の
徹
底
的

削
減
と
事
業
全
体
の
見
直
し
で
財
源

確
保
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　

１０
年
後
の
保
険
料
は
月
額
６,

２
７
０
円
（
現
在
比
６３
％
増
）
と
予

測
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

法
改
正
の
具
体
的
内
容
が
明
確
に
な

り
次
第
適
正
に
対
応
す
る
。

　
　

現
役
世
代
の
減
少
と
軌
を
一
に

し
て
、
建
物
、
道
路
、
上
下
水
道
等

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
か
ら
、
対
策
を
計
画
的
に
進
め
な

い
と
次
代
に
大
き
な
負
担
を
残
す
。

１０
年
後
の
費
用
は
ど
の
程
度
と
な
る

か
。

　
　

建
物
に
つ
い
て
は
、
年
間
１８
億

円
程
度
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
。

公
会
計
制
度
に
つ

い
て

　
　

現
在
の
公
会
計

シ
ス
テ
ム
は
単
式
簿

記
現
金
主
義
会
計
で

あ
る
。
企
業
会
計
の

複
式
簿
記
発
生
主
義
会
計
と
違
い
、

会
計
処
理
に
よ
り
、
資
産
、
負
債
の

増
減
を
管
理
し
て
お
ら
ず
貸
借
対
照

表
は
、
決
算
後
に
別
に
作
成
し
て
い

る
。
こ
れ
が
隠
れ
負
債
の
温
床
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
早
く
複
式
簿
記
発

生
主
義
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

常
に
資
産
・
負
債
状
況
が
わ
か
る
貸

借
対
照
表
の
作
成
を
は
じ
め
公
会
計

の
見
え
る
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

現
在
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
複

式
簿
記
発
生
主
義
会
計
の
考
え
方
を

導
入
し
、
国
の
研
究
会
が
示
す
基
準

モ
デ
ル
に
よ
る
財
務
諸
表
作
成
が
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
　

南
部
地
域
の
デ
マ
ン
ド
交
通
実

証
運
行
で
は
、
神
門
バ
ス
停
で
の
乗

換
え
に
多
く
不
満
の
声
を
聴
く
。
利

用
者
の
側
に
立
つ
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
運

行
へ
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

地
域
の
方
々
か
ら
Ｊ
Ｒ
佐
倉
、

京
成
佐
倉
ま
で
の
運
行
を
要
望
す
る

声
は
あ
る
。
慎
重
に
今
後
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

介
護
認
定
に
つ
い
て

　
　

平
成
２１
年
１０
月
か
ら
要
介
護
認

定
の
調
査
方
法
が
変
わ
り
、
昨
年
の

秋
ご
ろ
か
ら
要
介
護
２
か
ら
要
支
援

２
に
な
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
な

っ
た
。
そ
の
中
で
施
設
に
入
所
中
の

方
の
認
定
更
新
が
あ
り
、
要
介
護
４

で
あ
っ
た
も
の
が
要
支
援
２
に
な
り

施
設
の
退
所
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

の
後
、
見
直
し
申
請
を
行
い
、
再
認

定
し
た
と
こ
ろ
今
度
は
要
介
護
５
と

認
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
判
定
が
起
き
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

佐
倉
市
独
自
で
も
認
定
作
業
の
過

程
で
極
端
な
結
果
、
例
え
ば
介
護
度

が
３
以
上
変
わ
る
等
の
場
合
、
再
協

議
を
義
務
づ
け
る
よ
う
な
制
度
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

前
回
調
査
と
明
ら
か
に
異
な
る

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
前
回
は
こ

の
よ
う
な
介
護
を
受
け
て
い
た
が
今

回
は
い
か
が
で
す
か
な
ど
、
介
護
の

手
間
に
つ
い
て
複
数
の
介
護
者
か
ら

聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
詳
し
い
調
査

を
行
う
よ
う
調
査
員
に
徹
底
す
る
。

新
年
度
予
算
に
つ

い
て

　
　

４
月
に
市
長
選

が
あ
る
た
め
新
年
度

予
算
は
骨
格
予
算
だ

が
、
前
年
度
予
算
と

ほ
ぼ
同
額
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
継

続
事
業
等
の
見
直
し
が
必
要
。
例
え

ば
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
支
援
事
業

は
実
施
戸
数
が
３５
戸
。
他
市
で
は
簡

易
な
耐
震
改
修
に
も
補
助
が
あ
る
。

各
事
業
の
効
率
化
や
改
廃
な
ど
を
検

討
す
べ
き
、
い
か
が
か
。

　
　

継
続
事
業
の
必
要
性
、
有
効
性
、

効
率
性
な
ど
の
視
点
で
評
価
し
、
厳

し
く
優
先
順
位
の
選
択
を
行
う
。

　
　

予
算
説
明
会
等
で
予
算
へ
の
市

民
参
加
を
進
め
て
い
る
が
、
参
加
者

が
少
な
い
状
況
。
出
前
講
座
な
ど
日

常
的
に
意
見
交
換
す
る
場
を
。

　
　

市
民
要
望
が
あ
れ
ば
通
常
業
務

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
地
域
包
括
ケ

ア
を
目
指
す
次
期
介
護
保
険
制

度
改
正
は

　
　

保
険
者
で
あ
る
市
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
の
策
定

が
必
要
。
詳
細
な
実
施
把
握
方
法
は
。

　
　

日
常
圏
域
調
査
に
項
目
を
追
加
、

対
象
者
別
に
無
作
為
抽
出
調
査
実
施
。

　
　

通
い
・
訪
問
・
泊
ま
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

は
改
正
で
重
要
な
位
置
付
け
。
市
内

に
は
１
か
所
の
み
。
早
急
な
整
備
を
。

　
　

特
養
整
備
事
業
者
に
サ
テ
ラ
イ

ト
と
し
て
の
協
力
を
考
え
て
い
る
が
、

現
在
、
働
き
か
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

公
職
選
挙
法
違
反

に
つ
い
て

　
　

選
挙
が
近
づ
い

て
い
る
が
、
駅
頭
な

ど
で
の
ノ
ボ
リ
旗
の

規
制
は
？

　
　

個
人
名
や
個
人
名
を
類
推
さ
せ

る
こ
と
を
書
い
た
ノ
ボ
リ
旗
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
選
挙
の
告
示
前
も
選

挙
期
間
中
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ノ
ボ
リ
旗
に
つ
い
て
は
、
徹
底

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
の
よ
う
に
対
処
し
ま
す
。

佐
倉
市
職
員
給
与

　
　

市
職
員
給
与
の
調
整
手
当
・
地

域
手
当
は
、
国
基
準
に
比
べ
て
３３
年

間
も
高
か
っ
た
。
Ｓ
５３
年
か
ら
調
整

手
当
が
始
ま
り
、
Ｓ
６２
年
度
か
ら
Ｈ

１６
年
度
ま
で
の
１８
年
間
は
国
基
準
よ

り
１０
％
も
高
か
っ
た
。
国
と
の
差
額

の
累
計
額
は
幾
ら
に
な
る
か
？

　
　

そ
れ
ぞ
れ
法
令
に
よ
り
支
給
し

て
お
り
、
そ
の
差
額
を
も
っ
て
論
ず

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

　
　

難
し
い
計
算
で
は
な
く
、
私
が

計
算
し
て
み
た
ら
今
年
度
迄
の
累
計

金
額
は
３３
年
間
で
約
１
３
０
億
円
に

も
達
し
て
い
る
。
計
算
す
べ
き
だ
。

　
　

過
去
の
こ
と
を
幾
ら
計
算
し
て

も
何
の
意
味
も
な
い
。

健
康
増
進
課
の
支
払
い
遅
延
賠

償
　
　

前
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、
監

査
委
員
に
監
査
を
求
め
た
か
？
監
査

し
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
法
２
４
３

条
の
２
違
反
で
あ
る
。
本
人
と
担
当

部
で
勝
手
に
決
め
て
は
違
法
と
な
る
。

　
　

額
が
明
ら
か
で
あ
り
、
本
人
が

認
め
、
自
ら
弁
済
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
監
査
は
求
め
て
い
な
い
。

公
立
保
育
園
の
民

営
化
反
対
に
つ
い

て
　
　

佐
倉
市
立
保
育

園
等
の
在
り
方
検
討

会
で
、
一
部
と
は
言

え
「
民
間
移
管
を
図
る
」
と
の
方
向

性
が
出
て
い
る
様
で
す
が
見
解
を
聞

き
た
い
。

　
　

民
営
化
も
や
む
を
得
な
い
方
向

に
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
提
言
を
い
た

だ
く
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
提
言
を
い
た
だ
い
た
か
ら
、
す
ぐ

に
全
園
民
営
化
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
一
つ
く
ら
い
の
保
育
園
を

試
行
的
に
行
う
こ
と
は
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
前
段
と
し
て
２
年
以
上
の

年
数
を
か
け
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
、

あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い

く
、
あ
る
い
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
中
で
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
ゴ
ミ
の
有
料
化
反
対
に
つ

い
て

　
　

ゴ
ミ
減
量
化
の
成
果
が
上
が
っ

て
来
て
い
る
。
「
有
料
化
の
考
え
を

見
直
す
べ
き
」
と
思
う
が
。

　
　

有
料
化
の
導
入
を
検
討
す
る
以

前
に
、
更
な
る
ご
み
減
量
の
努
力
や

あ
る
い
は
処
理
経
費
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
と
い
う
ご
意
見
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
分
別

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し
て
、
更

に
３
Ｒ
運
動
の
取
り
組
み
を
進
め
る

中
で
、
総
合
的
に
慎
重
に
判
断
し
て

ま
い
り
た
い
。国

民
健
康
保
険
は

市
民
の
健
康
と
命

を
守
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト

　
　

加
入
者
の
所
得

状
況
は
２
０
０
万
円

以
下
が
７５
％
を
占
め
、
毎
月
の
支
払

い
が
一
ヶ
月
分
の
生
活
費
を
大
幅
に

超
え
て
い
る
。
国
保
税
が
高
い
と
の

認
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
　

不
況
の
中
で
、
国
保
税
の
負
担

感
が
増
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

　
　

国
が
補
助
率
を
下
げ
た
事
が
、

保
険
税
が
高
く
な
っ
た
原
因
か
。

　
　

昭
和
５８
年
当
時
５１
％
で
あ
っ
た

国
の
負
担
（
補
助
率
）
が
現
在
２３
％

に
減
り
、
医
療
費
も
急
増
し
て
い
る
。

　
　

払
え
る
保
険
税
額
に
引
き
下
げ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
の
保
険
税
を
引
き
上
げ
な

い
よ
う
努
力
す
る
。

市
内
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

市
内
経
済
活
性
化
に
必
要
な
の

は
企
業
誘
致
な
の
か
。
費
用
対
効
果

の
検
証
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

誘
致
企
業
８
社
に
対
す
る
固
定

資
産
税
相
当
額
の
助
成
に
か
か
る
費

用
は
３
億
６
８
５
万
円
、
納
付
さ
れ

た
法
人
市
民
税
は
約
４
億
１
千
万
円

で
あ
る
。

　
　

企
業
が
撤
退
し
な
い
た
め
の
引

き
止
め
対
策
ま
で
考
え
る
よ
り
も
、

地
元
の
業
者
・
商
店
の
活
性
化
・
農

業
支
援
に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
こ
と

が
市
内
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

税
収
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

　
　

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
は
７
６

９
名
で
、
市
民
が
２
４
４
名
を
占
め

て
い
る
。
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公
明
党　

岡
村
芳
樹

若
年
者
雇
用
対
策
に
つ
い
て　

　
　

近
年
、
大
企
業
は
求
人
数
を
絞

り
、
中
小
企
業
の
方
が
採
用
を
求
め

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
地

方
所
在
の
中
小
企
業
は
資
金
的
余
裕

が
な
く
、
事
業
内
容
や
採
用
情
報
な

ど
を
十
分
提
供
で
き
て
お
ら
ず
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
と
な
っ
て
い
る
。
佐
倉
市

に
は
、
す
ば
ら
し
い
中
小
企
業
が
数

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
工
業

団
地
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
等
、
地
元
企
業

と
学
生
を
結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ

機
会
の
創
出
等
、
対
策
が
講
じ
ら
れ

な
い
か
伺
う
。

　
　

市
内
企
業
と
連
携
し
た
人
材
確

保
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市

内
企
業
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
な
ど
を

企
画
し
て
ま
い
り
た
い
。

中
原
英
雄

　
　

市
長
の
政
治
姿
勢
、
あ
な
た
は

民
主
党
員
で
す
か
、
自
民
党
員
で
す

か
。
ご
都
合
主
義
の
姿
勢
を
問
う
。

　
　

ど
ち
ら
の
党
員
で
も
な
い
。

　
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

９０
％
実
行
し
た

と
資
料
に
あ
る
が
検
証
し
た
結
果
か
。

　
　

す
べ
て
達
成
、
完
了
し
た
も
の

で
は
な
い
。
継
続
中
の
も
の
も
含
む
。

　
　

志
津
霊
園
道
路
問
題
は
完
全
に

解
決
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
本
当
か
。

　
　

言
っ
て
い
な
い
。
現
在
交
渉
中
。

　
　

消
防
団
の
分
団
の
決
算
書
を
見

た
が
、
領
収
書
が
な
か
っ
た
。
交
付

金
・
後
援
会
費
等
は
適
正
に
使
う
よ

う
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

交
付
金
の
審
査
・
確
認
は
し
て

い
る
が
、
後
援
会
費
等
は
関
知
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

伊
藤
壽
子

糖
尿
病
、
人
工
透
析
と
国
民
健

康
保
険
負
担
に
つ
い
て

　
　

人
工
透
析
の
国
保
負
担
は
１
人

当
た
り
年
間
約
４
８
０
万
円
で
、
国

保
会
計
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
糖
尿

病
予
防
、
悪
化
か
ら
透
析
に
移
行
さ

せ
な
い
指
導
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
経
済
的
理
由
で
治
療
中
断
が
増

加
し
て
お
り
、
急
激
な
悪
化
に
つ
な

が
る
。
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

透
析
患
者
数
は
平
成

２１
年
度
１

４
２
人
で
毎
年

１０
人
ほ
ど
増
加
し
て

い
る
。
糖
尿
病
性
腎
疾
患
は
そ
の
内

６３
名
と
推
定
す
る
。
特
定
健
診
に
な

り
外
さ
れ
た
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検

査
の
復
活
と
、
県
の
地
域
医
療
連
携

パ
ス
の
利
用
を
前
提
に
医
療
機
関
と

の
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

さ
く
ら
会　

山
口
文
明

千
成
団
地
の
豪
雨
対
策
、
具
体

的
か
つ
迅
速
に

　
　

千
成
地
区
で
２
年
続
け
て
集
中

豪
雨
に
よ
る
床
上
浸
水
の
被
害
が
出

た
。
弥
勒
方
面
か
ら
の
口
径
２
ｍ
の

下
水
管
は
、
千
成
か
ら
口
径
１
ｍ
、

面
積
比
で

１/４
と
狭
く
な
り
、
排
水
能

力
は
著
し
く
低
下
す
る
。
恒
常
的
な

床
上
浸
水
等
水
害
根
絶
の
た
め
、
具

体
的
か
つ
速
や
か
な
対
策
を
求
め
る
。

　
　

従
来
の
下
水
管
か
ら
、
幅

１.５
ｍ
、

縦
１.８
ｍ
の
箱
型
断
面
の
暗
渠
布
設
事

業
を
、
平
成

２３
年
度
か
ら
始
ま
る
第

四
次
総
合
計
画
、
前
期
基
本
計
画
の

実
施
計
画
に
位
置
づ
け
を
し
た
。
新

年
度
予
算
に
設
計
業
務
委
託
費
を
計

上
、
同

２４
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
、

工
事
期
間
３
ヶ
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

さ
く
ら
清
友
会　

小
林
右
治

オ
ラ
ン
ダ
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

　
　

日
蘭
両
国
共
、
日
蘭
交
流
４
０

０
周
年
記
念
行
事
は
平
成
１２
年
に
開

催
済
で
、
な
ぜ
佐
倉
市
だ
け
が
、
平
成

２１
年
に
９
年
も
遅
れ
て
記
念
行
事
を

開
催
し
た
の
か
。
市
長
は
英
語
が
話

せ
る
と
聞
い
て
い
る
が
団
体
と
別
行

動
の
公
式
行
事
に
、
英
語
し
か
通
訳

で
き
な
い
美
し
い
女
性
を
通
訳
と
し

て
行
動
さ
れ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
か
。

　
　

家
康
が
朱
印
状
を
交
付
し
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
で
あ
り
、
日
蘭

４
０
０
周
年
記
念
行
事
を
展
開
し
て
い

る
。
何
か
あ
っ
た
時
や
関
係
機
関
と
の

連
絡
の
た
め
、
参
加
者
の
中
で
英
語
が

堪
能
な
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン　

上
ノ
山
博
夫

予
算
編
成
へ
の
市
民
の
関
わ
り
は
？

　
　

新
年
度
予
算
の
市
民
公
開
説
明

会
に
参
加
し
た
市
民
の
数
は
？

　
　

実
人
数

１４
名
。
パ
ブ
コ
メ
は
２

名
か
ら
８
件
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
周
知
を
図
っ
た
。

　
　

そ
の
程
度
の
参
加
規
模
で
は
市

民
の
思
い
が
予
算
に
反
映
さ
れ
な
い
。

他
市
で
多
く
の
市
民
を
集
め
認
知
さ

れ
て
い
る
「
事
業
仕
分
け
」
の
形
で

一
度
実
施
し
、
多
く
の
市
民
参
加
を

得
る
事
が
血
税
を
活
か
す
第
一
歩
だ
。

　
　

周
知
努
力
し
現
行
の
形
で
行
う
。

京
成
佐
倉
駅
北
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　

高
齢
化
加
速
の
中
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
は
絶
対
必
要
な
福
祉
だ
。

　
　

ミ
レ
セ
ン
内
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

公
明
党　

柏
木
惠
子

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

　
　

「
が
ん
対
策
基
本
計
画
」
で
は
、

１０
年
後
の
が
ん
死
亡
率
を
減
ら
す
た

め
、

１１
年
度
末
ま
で
に
「
が
ん
検
診

受
診
率

５０
％
以
上
を
め
ざ
す
」
と
し

て
い
る
が
、
受
診
率
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

　
　

目
標
へ
は
厳
し
い
が
、

２３
年
度

よ
り
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
実
施
予
定
。
向
上
へ
取
り
組
む
。

妊
婦
向
け
メ
ル
マ
ガ
導
入
に
つ
い
て

　
　

妊
婦
が
抱
く
不
安
を
少
し
で
も

解
消
し
よ
う
と
開
発
さ
れ
た
妊
婦
向

け
メ
ル
マ
ガ
、
市
へ
の
導
入
を
求
む
。

　
　

不
安
を
抱
く
妊
婦
さ
ん
に
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
時
期
に
情
報
の
提
供
が

可
能
と
い
う
事
か
ら
子
育
て
支
援
の

情
報
等
の
提
供
含
め
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党　

小
須
田
稔

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　

認
知
症
の
介
護
で
異
性
で
も
ト

イ
レ
に
付
き
添
っ
て
一
緒
に
入
れ
る

介
護
マ
ー
ク
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

認
知
症
に
や
さ
し
い
佐
倉
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
更
な
る
活
用
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

わ
か
り
や
す
い
Ｆ
Ａ
Ｑ
に
つ
い
て

　
　

市
民
の
方
で
市
の
水
道
料
金
等

が
県
内
で
一
番
高
い
の
で
は
と
誤
解

を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
。
そ
の
た

め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
す
べ
き
で
あ
る
。

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
重
要
な
伝
達

手
段
。
大
幅
な
改
変
を
行
い
新
シ
ス

テ
ム
移
行
の
た
め
の
デ
ー
タ
移
行
作

業
を

２３
年
度
中
に
完
了
さ
せ
ま
す
。

新
社
会
党　

勝
田
治
子

佐
倉
市
食
育
推
進
計
画
の
実
践
を
！

　
　

食
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
生
き
方

を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
食
育
」

と
い
う
法
律
が
指
摘
す
る
ま
で
も
な

い
が
人
々
の
生
活
形
態
が
多
様
化
し

て
食
に
関
わ
る
事
が
少
な
い
方
々
や

子
ど
も
達
に
食
育
を
伝
え
た
い
。
計

画
の
主
眼
点
と
推
進
体
制
を
問
う
。

　
　

①
健
全
な
食
生
活
②
食
に
関
す

る
知
識
の
普
及
③
地
産
地
消
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
こ
の
目
標
達
成
に
向
け

家
庭
・
地
域
を
中
心
に
保
育
園
・
幼

稚
園
・
学
校
・
生
産
者
・
行
政
等
が

協
力
し
、
食
の
関
係
者
・
地
域
で
活

動
す
る
団
体
等
と
連
携
し
て
子
供
か

ら
大
人
ま
で
食
に
つ
い
て
主
体
的
に

考
え
実
践
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

入
江
晶
子

間
野
台
谷
津
埋
立
事
業
へ
の
対
応

　
　

市
は
現
状
把
握
や
調
査
・
指
導

を
適
正
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

届
出
外
の
土
砂
搬
入
の
疑
い
が

あ
り
、
現
在
、
搬
入
停
止
、
調
査
中
。

情
報
確
定
次
第
、
地
元
に
提
供
す
る
。

補
助
金
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し

　
　

第
三
者
機
関
に
よ
る
見
直
し
は

評
価
す
る
が
、
事
業
評
価
へ
の
市
民

意
見
の
反
映
を
ど
う
行
う
の
か
。

　
　

今
年
度
末
に
設
置
す
る
補
助
金

検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

地
下
水
保
全
活
用
の
将
来
的
政
策

　
　

国
で
は
地
下
水
の
利
用
促
進
の

た
め
管
理
基
準
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
の
取
り
組
み
姿
勢
は
？

　
　

広
域
的
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

県
に
要
請
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党　

兒
玉
正
直

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
、
改
築
し
た
い
と

い
う
市
民
ニ
ー
ズ
と
、
仕
事
が
欲
し

い
と
い
う
市
内
業
者
の
ニ
ー
ズ
が
ど

ん
ぴ
し
ゃ
り
に
か
み
合
う
こ
の
制
度

の
創
設
を
求
め
ま
す
。

　
　

住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
よ

り
快
適
な
住
環
境
に
改
善
す
る
こ
と

は
、
誰
も
が
考
え
望
む
も
の
で
す
が
、

個
人
の
財
産
、
資
産
の
形
成
は
自
助

努
力
に
よ
る
も
の
が
原
則
で
す
。

　
　

全
国
で
増
え
て
い
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
法
的
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

　
　

他
自
治
体
に
つ
い
て
と
や
か
く

言
う
筋
合
い
で
な
い
が
、
佐
倉
市
は

法
律
の
考
え
を
踏
ま
え
て
い
き
た
い
。

工
藤
啓
子

命
を
守
る
国
保
制
度
の
構
築
を

　
　

国
保
税
は
高
く
低
所
得
層
の
支

払
い
能
力
を
超
え
て
い
る
。
窓
口
３

割
負
担
の
減
免
、
保
険
税
減
免
、
滞

納
処
分
の
停
止
等
の
基
準
を
就
学
援

助
適
用
の
生
活
保
護
基
準

１.３
倍
以
下

の
層
に
広
げ
能
力
に
応
じ
た
保
険
税
、

必
要
に
応
じ
た
医
療
給
付
に
す
べ
き
。

　
　

減
免
基
準
は
他
市
の
状
況
を
踏

ま
え
研
究
す
る
。
執
行
停
止
は
個
々

の
事
情
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
改
善

　
　

子
育
て
支
援
と
し
て
所
得
に
応

じ
た
利
用
料
、
兄
弟
割
引
の
検
討
を
。

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
減
免
等
利
用

料
金
助
成
は
重
要
課
題
で
検
討
す
る
。

兄
弟
割
引
は
、
会
員
双
方
の
声
を
聞

き
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
検
討
す
る
。

個
人
質
問

お
か

む
ら

よ
し

き

な
か
は
ら
ひ
で

お

い

と
う
と
し

こ

こ

ば
や
し
ゆ
う

じ

か
み

の

や
ま
ひ
ろ

お

か
し
わ
ぎ

け
い

こ

こ

す

だ

み
の
る

か
つ

た

は
る

こ

い
り

え

あ
き

こ

こ

だ
ま

ま
さ

な
お

く

ど
う

け
い

こ

や
ま
ぐ
ち

ぶ
ん
め
い

問問問 答答答

問 問答答答 問

問 問答

問問問問 答 答答答

問問問 答答答

問問 答答 答

問問問問問 答問答答答答答

旨一 般 質 問 通 告 要

※は持ち時間1時間、それ以外は３０分、（　）内は会派名。

桐生　政広（さくら会）※
❶市長の政治姿勢について　　　　　❷健康福祉について
❸経済環境問題について　　　　　　❹建設問題について
❺教育問題について

川名部　実（さくら清友会）
❶自治基本条例関連　　　　　　　　❷高齢者福祉施策について
❸インフラ・クライシスへの対処について

森野　正（公明党）※
❶新年度予算について　　　　　　　❷公会計制度について
❸交通網の整備と安全確保について　❹介護保険制度について
❺歳入の確保について

五十嵐　智美（市民ネットワーク）
❶新年度予算について　　　　　　　❷統一地方選挙について
❸介護保険制度の改正について

藤崎　良次（佐倉市民オンブズマン）
❶職員給与等の市長の政治姿勢　　　❷選挙制度について
❸自治基本条例等への市長の取り組み

冨塚　忠雄（新社会党）
❶実現した佐倉南部地域の公共交通について
❷志津北部地区の公共交通の対策について
❸子育て支援（待機児・病児保育・公的責任・医療費）について
❹高齢者の就労機会の確保について　❺家庭ゴミの有料化反対について
❻学校施設の耐震化並びに教室の冷房化について
❼就学援助における成績要件について

萩原　陽子（日本共産党）
❶新年度予算編成について　❷市内産業の活性化について　❸教育問題

代表質問

岡村　芳樹（公明党）
❶若年者雇用対策について　  　　　　❷市民相談サービスの向上について
❸地域の安心・安全向上対策について   ❹佐倉ならではの振興施策について

中原　英雄
❶市長の政治姿勢とマニフェスト点検
❷市長と行く市民オランダツアーの不当な公金支出
❸消防団の後援会費と交付金の使途の疑惑
❹公選法違反の事前運動を摘発すべし

伊藤　壽子（市民ネットワーク）
❶医療問題について
❷（仮）佐倉西部自然公園整備基本計画、整備事業について
❸志津霊園区間道路開通問題について

小林　右治（さくら清友会）
❶市長マニフェストについて　　　　❷オランダツアーについて

上ノ山　博夫（佐倉市民オンブズマン）
❶市政運営における問題点　　　　　❷安全・快適な市民生活のために

柏木　惠子（公明党）
❶がん検診について　　　　　　　　❷少子化対策について
❸地域福祉支援体制について　　　　❹空き家対策について

小須田　稔（公明党）
❶市民活動の推進について　　　　　❷福祉・高齢者問題について
❸わかりやすい広報について

勝田　治子（新社会党）
❶２０１２年度介護保険制度改正（新サービス）の諸問題について
❷食育推進計画の実践について

入江　晶子（市民ネットワーク）
❶開発行政の現状と今後の方向性
❷佐倉市都市マスタープラン（素案）がめざす将来都市像について
❸補助金・交付金等の見直しと今後のあり方について
❹「佐倉市の地下水及び湧水の保全・活用にかかわる調査」の結果報告
　に対する今後の取り組みについて

兒玉　正直（日本共産党）
❶地域経済対策　　❷高野川流域改修について　　❸市営住宅の充実を

工藤　啓子
❶住民の命を守る医療保険制度の構築に向けて
❷子育て支援における公的役割の拡充
❸ユニバーサルデザインのまちづくり

山口　文明（さくら会）
❶地域間の格差をどうするか　　　　❷災害防止と対策
❸健康づくりとスポーツ振興　　　　❹観光拠点づくりと周辺整備

◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第60条に基づき質問者から議長に
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。

個人質問
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平成23年2月定例会　議案賛否一覧
議決結果欄 可 可決 否 否決 同 同意

採 採択 不 不採択
○ 賛成 × 反対 議 議長 － 採決不参加

平成23年度佐倉市一般会計
予算

平成23年度佐倉市国民健康保険特別会計予算       

平成23年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算

平成23年度佐倉市下水道事業特別会計予算

平成23年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算

平成23年度佐倉市介護保険特別会計予算

平成23年度佐倉市災害共済事業特別会計予算

平成23年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算

平成23年度佐倉市水道事業会計予算

平成22年度佐倉市一般会計補正予算

平成22年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算

平成22年度佐倉市公共用地取得事業特別会計補正予算

平成22年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算

平成22年度佐倉市老人保健特別会計補正予算

平成22年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算

平成22年度佐倉市介護保険特別会計補正予算

平成22年度佐倉市後期高齢者医療特別会計補正予算

佐倉市税賦課徴収条例の一部を改正する条例制定について

佐倉市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

佐倉市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

佐倉市開発事業の手続及び基準に関する条例制定について

佐倉市道路線の認定について

佐倉市道路線の認定について

佐倉市道路線の認定について

佐倉市道路線の認定について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

平成22年度佐倉市一般会計補正予算

人権擁護委員候補者の推薦について

「住宅リフォーム」資金助成条例の制定を求める請願

ＴＰＰ交渉参加反対に関する請願

ＴＰＰ交渉参加反対を求める意見書

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合
規約の一部を改正する規約の制定に関する協議に
ついて

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

一般職職員の給与に関する条例及び佐倉市任期
付職員の採用等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使
用を促進するための法律の制定を求める意見書」
の採択を求める請願書

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例制定について
教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例制定について

佐倉市立保育園の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例制定について
佐倉市予防接種健康被害調査委員会条例の一部
を改正する条例制定について

佐倉市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

公立保育園民営化に反対し、子育て支援の拡充を
求める請願書
年金の引き下げをやめ、低・無年金者への緊急
救済措置、制度の改善を求める陳情書
戦没者妻・特別給付金支給「時効取消」について
の意見書採択要請

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用
を促進するための法律の制定を求める意見書

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例
住民の命を守る「国民健康保険制度」への再構築
を求める意見書
学 校 施 設の計 画 的なバリアフリー化を求める
意見書
国民健康保険の広域化に反対し、国庫負担の復元
を求める意見書
大企業に対する新卒採用拡大への指導を求める
意見書
ミツバチ大量死への対策とネオニコチノイド系農薬
規制を求める意見書
地方議員年金制度廃止に際して公費投入を最小
限とする措置を求める意見書

さくら会

議　案　名

（修正案）
（修正案を除く原案）

さくら清友会 公明党 市民ネットワーク 佐倉市民オ
ンブズマン 新社会党 日本共産党

櫻
井
道
明

議
決
結
果

議
案
番
号

山
口
文
明

檀
谷
正
彦

桐
生
政
広

臼
井
尚
夫

望
月
清
義

中
村
克
几

平
野
裕
子

村
田
穣
史

川
名
部
実

小
林
右
治

押
尾
豊
幸

中
村
孝
治

木
原
義
春

小
須
田
稔

柏
木
惠
子

岡
村
芳
樹

神
田
徳
光

森
野　

正

伊
藤
壽
子

五
十
嵐
智
美

入
江
晶
子

上
ノ
山
博
夫

藤
崎
良
次

勝
田
治
子

冨
塚
忠
雄

萩
原
陽
子

兒
玉
正
直

工
藤
啓
子

中
原
英
雄

市　長　提　出　議　案　　※白抜き数字は諮問番号

請　願　・　陳　情　　※白抜き数字は陳情番号

議　員　提　出　議　案　　※数字は発議案番号　※発議案第1号「年金の引き下げをやめ、低・無年金者への緊急救済措置、年金制度の改善を求める意見書」は撤回

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

不 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

不 × × ○ ○ × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

不 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

否 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

否 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

否 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

否 × × × × × × × × × × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

否 × × × × × × × × ○ × × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○－議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○－議

議
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２
月
定
例
会
で
は
、
市
長
及
び
議
員
か
ら
の
提
出
議
案
な
ど
、

５１
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
は
、
議
案
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
は
、
平

成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
の
当
初
予
算
に
係
る
議
案
、
議
案
第
十
号
か
ら
第
十
七
号

ま
で
及
び
第
三
十
四
号
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
各
会
計

の
補
正
予
算
に
係
る
議
案
で
す
。
ま
た
、
議
案
第
二
十
八
号
か
ら

第
三
十
一
号
ま
で
は
、
佐
倉
市
道
路
線
の
認
定
に
係
る
議
案
で
す
。

【
議
案
第
十
号　

平
成
二
十
二
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
１
７
万
３
０
０
０
円
を
増
額
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
の
減
額
と
、
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入
、
諸
収

入
、市
債
の
増
額
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
小
中
学
校
図
書

館
図
書
購
入
費
な
ど
国
の
１
次
補
正
予
算
に
対
応
し
た
事
業
の
増

額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
、
印
旛
広
域
水
道
用
水
供
給

事
業
出
資
金
、
市
民
花
火
大
会
基
金
積
立
金
及
び
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事
負
担
金
の
計
上
、並
び
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及

び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
額
を
は
じ
め
各
事
業

費
の
計
数
整
理
に
よ
る
減
額
な
ど
で
す
。

【
議
案
第
二
十
五
号　

佐
倉
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
】

　

志
津
地
区
北
部
の
人
口
増
加
に
伴
う
保
育
園
需
要
対
応
策
の
一

環
と
し
て
、
北
志
津
保
育
園
の
入
所
定
員
を
平
成

２３
年
４
月
か
ら

８
人
増
員
し
、
１
３
８
人
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
二
十
七
号　

佐
倉
市
開
発
事
業
の
手
続
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
】

　

宅
地
開
発
指
導
要
綱
及
び
中
高
層
建
築
物
に
対
す
る
指
導
要
綱

に
基
づ
く
行
政
指
導
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
対
応
し
て
い
た
開
発
事

業
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等
の
管
理
者
と
の
事
前
協
議
、
事
業
地

近
隣
住
民
に
対
す
る
事
業
計
画
の
説
明
な
ど
の
手
続
、
公
共
施
設

等
の
整
備
基
準
、
手
続
の
違
反
者
に
対
す
る
公
表
な
ど
を
条
例
に

定
め
、
開
発
事
業
者
に
対
し
義
務
及
び
手
続
を
明
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
業
地
周
辺
の
環
境
に
調
和
し
た
優
良
な
開
発
事
業
の
施

行
を
誘
導
し
、
良
好
な
居
住
環
境
と
安
全
で
快
適
な
都
市
環
境
の

形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
三
十
四
号　

平
成
二
十
二
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
１
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
、
国
の
１
次
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
交
付
金
の
う
ち
、

第
２
次
交
付
額
分
に
相
当
す
る
国
庫
支
出
金
を
追
加
す
る
も
の
、

歳
出
は
、
小
中
学
校
図
書
館
図
書
購
入
の
追
加
事
業
費
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

さ
く
ら
会

議
案
第
１
号
・
平
成
二
十
三
年
度

 
 
 
 
 
　
　

佐
倉
市
一
般
会
計
予
算
に
賛
成

　

佐
倉
市
の
財
政
状
況
は
、
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け

て
、
歳
入
の
中
心
と
な
る
市
税
収
入
が
減
少
す
る
一
方

で
、
福
祉
関
係
の
扶
助
費
な
ど
が
大
幅
に
増
加
す
る
と

い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
、
平
成
二
十

三
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

日
常
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
常
的
な
経
費
や
、

年
度
当
初
か
ら
業
務
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経

費
な
ど
を
中
心
と
す
る
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
佐
倉
市
財
政
の
確
立
を
目
指
し
、
歳
入

つ
い
て
は
、
国
の
新
年
度
予
算
の
内
容
や
、
地
方
財
政

対
策
の
状
況
を
見
極
め
た
な
か
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
応
す
べ
く
、
歳
入
規
模
に
合
わ
せ
た
編
成
と
な
っ

て
い
る
が
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

適
切
な
予
算
編
成
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と

判
断
し
賛
成
を
し
た
。

さ
く
ら
清
友
会

　

議
案
第
１
号
、
平
成
二
十
三
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
あ
る
た
め
、
骨

格
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
の
主
な
自
主
財
源
で

あ
る
個
人
・
法
人
市
民
税
が
現
役
世
代
の
減
少
、
長
引

く
不
況
の
影
響
な
ど
に
よ
り

１１
億
円
余
り
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で
、
市
民
生
活
、
地
域
経
済
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
予
算
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
大
切
な
税
金
の
使
い
方
、
優
先
順

位
の
つ
け
方
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
回
修
正
案
を
提
出
し
削
除
し
た
県
支
出

金
に
よ
る
緊
急
雇
用
創
出
事
業
「
観
光
・
商
業
の
案
内

及
び
調
査
事
業
委
託
料
」
１
０
４
３
万
７
千
円
は
、
商

店
街
の
空
店
舗
を
利
用
し
て
３
名
を
雇
用
し
観
光
案
内

と
商
店
街
調
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
人
件

費
は
事
業
費
の
半
分
で
残
り
は
家
賃
、
機
器
リ
ー
ス
な

ど
で
あ
り
ま
す
。
本
来
の
緊
急
雇
用
で
あ
れ
ば
人
件
費

を
１
０
０
％
近
く
に
当
て
雇
用
人
数
を
増
や
す
の
が
妥

当
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
業
目
的
に
か
な
っ
た
効
果
の
あ

る
事
業
選
択
を
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
事
業
内
容
、
優
先
順
位
等
を
精
査
し
予
算

編
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

公　

明　

党

【
市
長
提
案
議
案
】

　

議
案
第
1
号
「
平
成
二
十
三
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計

予
算
」
は
、
子
ど
も
手
当
の
地
方
負
担
分
を
受
け
入
れ

て
い
る
な
ど
一
部
に
賛
成
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

経
常
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
あ
り
、
選
挙
後

の
補
正
予
算
案
を
含
め
、
来
年
度
予
算
の
全
体
を
見
て

判
断
す
る
。

　

大
震
災
に
よ
る
災
害
対
応
の
最
中
で
あ
る
こ
と
か
ら

一
部
修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
賛
成
し
た
。

【
請
願
・
議
員
提
出
議
案
】

　

請
願
第
46
号
・
発
議
案
第
3
号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

反
対
に
関
す
る
」
議
案
に
つ
い
て
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
は
、
長
期
的
な
国
家
戦
略
が
問
わ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ

り
、
国
内
の
産
業
を
い
か
に
守
り
強
化
す
る
か
に
つ
い

て
、
腰
を
据
え
た
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

特
に
農
業
漁
業
へ
の
手
厚
い
政
策
が
必
要
に
な
り
、
安

易
な
対
応
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
か
ら

は
、
国
内
産
業
の
保
護
の
視
点
に
つ
い
て
、
未
だ
将
来

的
な
展
望
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
状
況
で
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
本
案
に
賛
成
し
た
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

議
案
第
１
号
、
第
４
号
、
第
９
号
、
平
成
23
年
度
予
算
案

主
な
反
対
理
由

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
３
億
６
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
乳
幼
児
６
人

が
死
亡
。
国
は
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
失
神
な
ど
多
数
副
作
用
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
万
能
で
は
な
い
。
子
宮
頸
が
ん
は

定
期
的
な
検
診
で
防
げ
る
。

②
岩
名
運
動
公
園
は
総
事
業
費
９
億
２
７
０
０
万
円
、
国

の
補
助
金
に
よ
り
人
工
芝
も
検
討
中
で
、
さ
ら
に
事
業
費

が
拡
大
す
る
。
寺
崎
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
上
下

水
道
整
備
に
多
額
の
税
投
入
を
す
べ
き
で
は
な
い
。

③
新
町
地
区
商
店
街
空
き
店
舗
を
観
光
案
内
所
と
し
、
調

査
を
委
託
す
る
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
実
施
す
る
意
義
が

認
め
ら
れ
な
い
。
県
と
再
協
議
し
、
事
業
内
容
の
変
更
が

必
要
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

「
議
案
第
1
号
に
賛
成
」
す
る
が
、
職
員
給
与
は
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
、
地
域
手
当
、
年
金
、
退
職
金
等
で
合
計
３

億
円
以
上
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
強
く
改
善
を
求
め
る
。

「
議
案
第
10
号
に
賛
成
」
こ
の
補
正
予
算
に
は
八
ッ
場
ダ

ム
事
業
へ
の
出
資
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
資
に

は
反
対
だ
が
、
重
要
な
志
津
中
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
が

計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
と
す
る
。

「
議
案
第
27
号
に
反
対
」
こ
の
中
の
条
例
第

３０
条
は
教
育

施
設
等
の
配
置
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
た
場
合
は

結
果
的
に
購
入
者
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
義

務
教
育
は
国
の
責
務
で
あ
り
、憲
法
に
違
反
す
る
の
で
反
対
。

新
社
会
党

　

請
願
第
47
号
「
公
立
保
育
園
民
営
化
に
反
対
し
、
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
、こ
の
請
願
は
、

社
会
保
障
や
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
の
公
立
保
育

園
の
役
割
を
考
え
れ
ば
民
営
化
は
す
べ
き
で
な
い
と
の
内
容

で
あ
り
ま
す
。
公
立
保
育
園
の
在
り
方
検
討
会
で
は
、そ
の

重
要
性
と
役
割
を
認
め
て
い
な
が
ら
、経
費
削
減
の
為
に
一
部

と
は
言
え
、民
間
移
管
を
図
る
と
い
う
方
向
性
が
で
て
お
り

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
佐
倉
市
の
子
ど
も
は
佐
倉
市
が
責
任
を

も
っ
て
子
育
て
支
援
を
す
る
事
が
児
童
福
祉
法
の
主
旨
で
あ

り
ま
す
。
公
立
は
公
立
の
役
割
、私
立
は
私
立
の
役
割
を
分

担
す
べ
き
で
す
。よ
っ
て
こ
の
請
願
は
採
択
す
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党

　

議
案
第
１
号
・
10
号
・
25
号
に
反
対
、「
公
立
保
育
園
の
民
営

化
に
反
対
し
、子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
に
賛
成
。

　

市
長
の
所
信
表
明
で
は
、子
育
て
支
援
を
重
点
政
策
と
し

な
が
ら
、新
年
度
予
算
に
は
そ
れ
に
相
応
し
い
内
容
が
見
ら

れ
な
い
。
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
、公
立
保
育
園
の
正
規
職
員

３
人
減
・
臨
時
職
員

３１
人
増
で
、充
実
に
反
す
る
内
容
で
あ

る
。
北
志
津
保
育
園
の
定
員
を
８
名
増
や
す
条
例
改
正
は
、

現
在
定
員
の
１
３
０
％
ま
で
受
け
入
れ
て
お
り
、さ
ら
に
多

く
の
子
ど
も
達
を
詰
め
込
む
こ
と
に
な
る
た
め
、待
機
児
童

対
策
と
し
て
や
む
な
し
と
言
え
な
い
。
公
の
責
任
と
し
て
、保

育
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

工
藤
啓
子　

議
員

一
般
会
計
予
算
に
反
対
す
る
論
点

　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
す
業
務
委
託
の
増
加
、説

明
責
任
が
不
十
分
な
ま
ま
公
金
が
支
出
さ
れ
る
志
津
霊
園

問
題
へ
の
対
応
に
反
対
。
専
福
寺
、真
徳
寺
、興
聖
寺
と
の
協

定
書
は
白
紙
撤
回
し
、不
明
金
返
還
を
求
め
る
べ
き
。
寺
崎
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
は
軟
弱
地
盤
の
リ
ス
ク
大
、総
事
業

費
の
赤
字
、近
隣
商
業
者
へ
の
影
響
等
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
欠
け
る
。
国
保
運
営
は
市
民
の
命
を
守
る
医
療
制
度
。
担

税
力
に
応
じ
た
負
担
、必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
べ
き
。

会
派
等
の

　
　
　

意
見
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３
・
11
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、 

Ｍ
9.0
。
大
津
波
が
人
々
を
家
を
畑
を
総
な
め

に
し
た
未
曾
有
の
災
害
。
一
刻
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
は
炉
心
溶
融
寸
前
や 

放
射
能
漏
れ
を
伝
え
た
。
原
子
力
に
頼
ら 

な
い
政
策
に
す
べ
き
で
す
。

　

佐
倉
も
強
く
揺
れ
被
災
の
対
応
や
復
旧

に
夜
を
徹
し
た
関
係
者
や
市
職
員
に
深
く

感
謝
。
予
測
つ
か
ず
の
計
画
停
電
や
頻
繁
な

余
震
の
中
、
議
席
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
携
え
て

本
会
議
終
了
し
ま
し
た
。　
　

（
議
会
報
編
集
委
員
会
座
長　

勝
田
治
子
）

　　

変
化
の
胎
動
を
強
く
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

　

議
会
改
革
の
二
つ
の
条
例
の
審
議
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
の
削
減
、
議
員
年
金
制
度

の
廃
止
、
今
後
十
ヵ
年
に
及
ぶ
基
本
構
想
も

審
議
し
ま
し
た
。

　

国
民
体
育
大
会
や
各
種
の
記
念
事
業
は

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

「
惜
し
ま
れ
て
去
り
ゆ
く
頃
の
残
り
梅
」

83
才

　

皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
議
長　

臼
井
尚
夫
）

議
会
百
景

佐倉市のホームページ
http://www.city.sakura.lg.jpから

をクリック

をクリック

インターネットで
会議録が検索できます！

平成元年以降の市議会の本会議会議録の内容が検索で き ま す。

委　員　会　報　告 ※議案は市長提出議案

開催日：平成23年3月7日／場所：第四委員会室・全員協議会室
　議案19件及び陳情1件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次の意見が出されました。
1．不安定な経済状況のなか、研究を重ね、財政の健全化に努められたい。
2．この予算書を実行した際の財務の健全性や問題点について、予算書に掲載できるよう研究して
　いただきたい。
3．職員数について、今後も継続して調査・研究し、適正化をはかっていただきたい。

《審査結果》

建 設 常 任 委 員 会 開催日：平成23年3月10日／場所：全員協議会室
　議案10件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次の意見が出されました。
　社会資本整備総合交付金につきましては、基幹的な社会資本整備事業のほか、関連する社会資本整備や
ソフト事業を総合的かつ一体的に支援しようとするものであり、地方公共団体の創意工夫が生かされる   
総合的な交付金として創設されたものであります。
　このことに鑑み、当該交付金を活用した事業立案にあたっては、全庁横断的な検討を行うなど、市民生活
の質的向上に寄与する事業提案となるよう努められたい。

《審査結果》
議案4 議案9 議案10 議案13 議案27議案28議案29
可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

議案1
可決

議案31
可決

議案30
可決

経 済 環 境 常 任 委 員 会 開催日：平成23年3月9日／場所：全員協議会室
　議案4件及び請願3件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、当委員会が修正案を提出した【議案第1号　平成23年度佐倉市一般会計予算】
商工費のうち緊急雇用創出事業の観光・商業の案内及び調査事業委託料について、次の意見が出されました。
　平成23年度限りの県の基金を活用し、失業者の雇用確保を図るとしているが、3名分の人件費総額は524
万7900円、全体の2分の1程度にとどまっており、事業目的にかなった内容とは認められない。
　地域の活性化を図るために新町地区商店街の空き店舗を賃借し、新たに観光案内所を設置するとして   
いるが、過去のＴＭＯ事業による費用対効果に照らしても、現時点でこの地区に改めて税投入し、調査する   
意義は認められない。
　一方、事業目的の一つとされる市内全域の商店街におけるアンケート調査及び各商店の実態調査に      
ついては、今後の商業活性化の観点から必要性は認められることから、今回の事業内容を変更するなど県と
再協議されたい。

《審査結果》
議案5 議案10 議案15請願44請願45請願46
可決 可決 可決 採択 採択 採択

議案1
修正
可決

文 教 福 祉 常 任 委 員 会 開催日：平成23年3月8日／場所：全員協議会室
　議案8件、請願1件及び陳情1件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次の意見が出されました。
1．高齢者福祉施設の入所待機者の解消を早急に図ること。
2．地域包括支援センターの更なる充実を図ること。
3．子ども手当支給については、国の動きを注視し、種々の対応策を考えておくこと。
4．保育園の待機児童対策を早急に行うこと。
5．学童保育所の未設置箇所の解消と内容改善をすること。
6．保護者の負担軽減を図るため、子ども医療費助成を段階的に拡充すること。
7．小中学校の耐震化を早急に行うこと。
8．小中学校の普通教室の冷房化を進めること。
9．高校生の奨学金制度の市民への周知を積極的に行い、併せて成績要件の緩和を図ること。

《審査結果》
議案6 議案10 議案16議案24議案25議案26議案34
可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

議案1
可決

陳情53
不採択

請願47
不採択

★次回以降の市議会開催日程は未定です。
　5月下旬に決定する予定ですので、市議会ホームページ
をご覧いただくか議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局 TEL：484-6279

「議会ウォッチング第8号」に掲載された佐倉市議会議員の      
顔写真の無断使用に対する対応について

　佐倉市議会ホームページに掲載している市議会議員の顔写真
を無断使用して配布された「議会ウォッチング第8号」について、
当市サイトポリシーに明示されているにも関わらず、無断で      
顔写真を使用し、議会事務局の注意を無視したことは大変残念
なことであります。
　また、今回の記事について、編集委員の名前が伏せられたうえ
評価は客観性を欠くものと判断されるので、再三にわたり、会則、
編集委員の名簿の提出を求めましたが、未だに提出されておりま
せん。
　さらに、記載内容につきましても、誤った部分がございます。
　本年4月には、市議会議員選挙がございます。
　現職議員のみに客観性を欠く評価が流布されることは、新たな
候補者と評価の不均衡を生じさせることにもなりかねません。
　公正、公平な選挙という観点から、遺憾であります。
　なお、議会事務局長が、「議会ウォッチング第8号」の紙面を   
当市の選挙管理委員会に届けたところ、市選挙管理委員会は  
紙面を精査し、公職選挙法第138条の3（人気投票の公表の禁止）
「何人も、選挙に関し、公職に就くべき者を予想する人気投票の
経過又は結果を公表してはならない。」に該当するおそれがある
として、佐倉警察署へ申し入れをしたとのことであります。

（平成23年2月定例会本会議における議長報告から抜粋）

議案2 議案3 議案7 議案8 議案10議案11議案12
可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

可決

議案1
可決

議案17 議案18 議案19 議案20議案21議案22 議案23
可決 可決 可決 可決 可決 可決

議案14
可決

議案34 議案35陳情52
可決 可決 採択

議案32
可決

佐倉市議会のホームページも
ご覧ください

平成２３年
2月定例会No.６０ 6

植物油インキ使用


